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北海道に於ける有反態無病巣牛に

関てずる掘菌率的研究

I.人型結核菌の芳離に就て

三子戸勝七・清水亀手突

(北海道大塾室主啓事部家審議生塾教主主:主任平戸数授〉

BACTERIOLOGICAL STUDIES ON  THE NO..LESION REACTORS 

IN HOKKAIDO. 

I. ISOLATION OF THE HUlVIAN TYPE OF TUBERCLE BACILLI. 

KATSUSllICHI HIRATO and 玄THr~IJr SHDIIZU 

From the Laboratory of Veterinary Hygiene and Microbiology， 

Faculty of Veterinary Medicine， Hokkaido Univer3ity. 

Chief: Prof. K. HIRATけ.

1.緒 '=" 
Eヨ

人型結杉~ïÎ (以下人:1~!!哉)の '1" に堂、}する病原，t't

i主午型事長J骸 ì~ìによとべ甚だ徴坊とされているが， 入

期誌による'1:.体感染例に;すいて江主UZ:芳一子の様子?
が認されている。 Jf二から入型菌の分誰がなされた

::i:.なえ献を一覧するに来同で辻 Gi LT~ER (l92s)1) 

が主後 4J1の轄の腸IllJ肢i梓己笛から FEI心1¥lAN

and l¥tIos涜:s(1941?)は成牝午のjEG31も跨IfJj肢の

各i林己ぎij及び関iから夫々之を桧出してなり，英国

では GR1FFITH(1936})によるツ反悲揚'1生特のfff¥i

からの分離報去及びREiD(1939刊の有反総括病巣

績の淋己笛(唱背，顎[円淋巴笥投び耳下線混合接

種)からむ桧;li祇吉がある。
フィンランド・デンマ{ク等jヒ故三告掲に古さて

は午の入型語感染が特に}主要1~見され) JIエのツ反肱

と人型菌との関連性に就いては詳細な研究が号さ

れている。，u[Jち STEXIUS(1938)りは内n日上結絞
病授の認められない桜の咽背，肝及び跨/1H践の各
i林己笥iに人型的を諸i羽し又 BANGand JEP.:)EN 

(1936)草川工ツ反躍す場位戦の気管校11ネ己諒から本!露i
を捻IH した。~に STENlじ討 (1938/) ~工科i移、少女 2

1";にツ反!志陰性誌 2!iiミを告::fIItさせた結果主主tfi月後

にツ反底のi場持する事主主[1りjし又陽性-'¥二をrHし

た約 100長家VL就いて調子正の結果弘常飼芸家族の

中に結絞患者があり，その感作によって絞が殊に

i場枠し易い事貨を認め，プインランドに於Iけ?るj無1飛t 
ヂ舟病「丙三功兵巣ミγけF守午i干三の成!悶ミ司iが岩結;絞

説 Lた。一万米閣に於ても CRAWF(m.D (1936)1)は

午に封する入熔!長の餌食í~-t騒を1-j'ったところ ， Jl二

は容易に反底陽持泣するが;~il1捻上認むべき唆化を

現わさないととを詮明した。

以上の諸観察を通ヒて我々は人型菌が有長1fM~

無病巣o右九な~~k\ となるであろうととを信やる

のであるが，本邦では此の種の説1奈は従来守主廷に

等しく，任かに法違守;(19.51/) I主来京之ull岩場に
於ける結該病授を有する 88例の屠殺午材料中 3

伊jから入塑菌を分離したとすい，又最近根本守;

(1952j勺主ツ反感陽性午から人塑菌に酷慨する 1琵1
t-qとを作た王立を幸託長している。
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4 獣.警革研究

北海道は従来午のツ友恵陽性李はIB1る低く，

近年盆々減少する額五jにあり， (討fi和 2.3年 0.2-196， 

昭和 26年 0.04796) {I!'~ も故近に於ける反肱陽性午

の大多数は剖検上方[~病巣であることから之等有反

恋無病巣午の賓休を桜子正するととが与方面から要

望されるに至った。我々は以上の!J的の下に昭和

26年度志内各地に愛生したツ反悲陽性午材料を出

来るだけ多;故掠取しおi~.~密な止ま芸誌びに動物接訟

を行ったととろ 3{男jから入主'l菌及び 1例からゴドfι
型的事:1-1絞首株の分離に成功したので，誌にその概

要を報告・する弐第であるく本論支要旨は眠不1127年 3

J1第 33f!ll日本獣墜事合ni'j'土に報古した)。

11.様索材料

検索材料段{ifi手1126年度道内各地に禁生Lたツ

反!恋|霊長i生午30ì墳の~t-I 21頭で，すべて者1f等が各

地屠lJ~.に於て解体に)~r:合し所要材料を採取 Lたも

のである。 手捻会ユf在f丘t午はイ手何iリIIJ守Jれも本ノルレス夕イン荷4牝a七と午で、

各;支」主〈鹿.検子在正扶術J汗'1"によ りf反£詑総u陽号湯湯場4主をi'i:'
のでで、ある。その詳車iIlは第 1去に示す立nくであっ

て愛生地ii矧IJにみると桜宝6説，総定 5iIJ1， -I":j事

5頭， a1ii路 ;3頑，宗谷，上Jl!各 19J1となり，よさ京

部地J;に多く設生している。年齢別iでは主投4.....，7

trii n 4 頑， 11j:'/{モ:3 ii丸 2 一歳4 頭， 3 i反2 頭 4 
歳以上8頭となり，幼:むなものに多く現われる傾

向を示している O

111.挨索方宏

肉限的検索は特に法密に行い，本菌の女子設部

位である芦Ij及び附属i林己Ujj等は可及的約千百v-Z:検索

を行った。官Ij検後はf旦:1監に保存の土持ち邸り:il誌

で充分焼まm{支596硫酸;1<2，..，..，31号室;をJJIlえ，浪l手季L

膏ljとなし30分間室温に放置後 1材料につきIifd，) i~ 

合培地及び之からグリセリンを除いたま言地各 3本

宛に犬々 0.1"-'0.2c・c.完流注域主した。 1i¥j乳脅lJの

一部は各例共材料をj自立混合L4---5訴に分J士/rij

童文の海止の皮下及び、腹腔Iスiに接種し定期的に長

短部及び、附属i体己lltiの;町長を視'奈するとは時にツ

反悲を寅施し :3~4 前月後にはツ反{在の陰陽に矧

係なく之を屠殺剖桧後ほ主主行い亘i分離につとめ

た。

IV. 賓義成績

1. 病理解討所見

第 1・長から 11]1らかな如く， 肉f1l{上全く異常

。認められなかったもの 6例，それ以外のもの法

何れも 2， 31十字己官'6の極え"-'~~IÎ扶 H~J良等が認められ

たが著苦瓦

肉!限11，民i足4訂伯f立的i手向ミ守j結該約病2楚を訣く F所五訂 No.lesion Reactorでる

った。

病王m組織事~Iせ捻来辻本挙よ七校約四準教室にf~三

原 Lた事lJj，1ミ 1;.立去に略記する如く 21例ヰ~ 5例にやや

疑わしい病建がi認められたが，制?貰に結核病楚と

見倣し得るものは金制共認められなかった。

iブJ二の成総から北海道に於ける最近のツ反臨

i場;1~4:!1二注 i可決的にも病JW.もiJ.検挙J1守にも殆ど総て右

反鹿無病uミである之とが舵宣と左った。
2. 塗抹聾検問見

材料の也J妾塗抹・及乙ピ硫陵ノkで、f是正'Itした遠心分

1iJH~沈m:~の塗JJd!?:44 をご Ziehl-Neelsピn 染色法により

検索LたがイrrJれもiなI:'J:.で、あった。

3. 雫養誌に海奨接撞による菌会索既昆

fJLLtJ:付+1'主持抑lij七日f， p;.， 111-， llili ， 梓， 字乳L日房‘ 
J等‘宰n;(の弓宣:弐弐tt今I!'!接提:持;詐詩及び

5肝I司巾!?1，行， 11詰廿1 12j， 協iI\j~， Jf下 7毛頭， J二頭，

1 {，頭，下混，紋九乳房， [民51同， 'l定以渓入手の各1~キ

己詰i(以下iH~) である。

之等材料からの結桜前分完全紋況は第 2去の

如くであって， 21例中古接培養誌にj年長接種によ

り午 No.1， 2， 9， 15のli十4例から結該菌を:分離す

る苦手に成功した。!主JfI治せに止対論的ごJlll組織準的に

も確貨危給十五;病建の認められない所Ji'Hf反窓1nt病

巣'1二から斯くの支nく多款の結該菌を検出し得た事

辻極めてHミHすべきものと芯う。

材料の立接培養に於ける菌検出部f立立去の如

くID!i!'1i{宇(No.1¥， HBIt¥l肢iA.本(No・27，及び咽rri株(No・

15)であるが，決l'メ乳剤 1C.c・y-lからの愛生集落設

立 40(No. 1)， [) (子-:0.2¥ 1 (No. 15)白で，之手HPI-

中に含まれる持者〔は極めて少:1まと三わざるを符な

v、。

No.9はlli境活誌による正i分離;工不成功に務

会ったが，;W， nnW1h体，総隔膜j誌の字L剤を混合援種



千戸，活水一一北海道に於ける宥反控:無病葉牛fこ関する知京王争的研究

Table 2. Results of Cul七ivationand Inoculation Experiments 

with盟atcrialsfrom several Positive Cases. 

!ドαofColon-， Morbid cbanges 
Cattle 現役bodof T:'___ _ _=__ _...= __ trt _ _ lLies 2"rown on' -'~_=-.L:'~ T~:'-~~~-~ No. of 

Materials for Examination !R.esult ち inthe Inocul-
No. Ino附Oωε由

media. ated guinea pigs. 

2 

9 

Cultivation i Bronchial lympb nodes 十 4伺o • R 1 

In附1 I culυ陪is

I í"'"l 4-;nn4-;~~ M部 ente問問1node:8.十 ラ IR 2 
Cultivation ，~--~一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一 一 ート一一一一一

i Otber lymph 制 esand 0明 lS

IIliac， mesenterIc and mammary i Negative 
: lympb nodes. し一一-

I Subilliac lymph nodes. I - ! Negative 

IL出立ιJ云忌P♂l品主五古臼dk凶id必ne匂y.召訟ro叩n-l ; [ 
I ch匝ia必1spがleni記cand renal lympb 一 1 Neg乱滋tive

Ino∞帥Clωuぬ1
SubmaxilIary， retropharyngeal， 
j poplithand axillary lymph i-i  i Negative i 
I nodes. 

j Liver制 he戸 ticlymph nodes. I N egative 

l I  Pres品 plllar1ympb nodes Negative 

I Cult竺竺IA11lymph山 saヤ1-J-L--J
fx;:ic and InemMicl凶 P Ne伊 tive

j盟am悶 ylymph nodes j-llNeptml  

T ____ __ '--_ _._ L = _ 1 _ __..1 ___ _ _" _ _.L=__ _ 1 I Tuberculosis in I 
;L11昭， brOl;chial and mediastinal 十 |!theabdominal i盟40

1 noculation直一竺竺ι一一一一一-1---Jmh則的!一一-
....>"'，..... ... ，.v.vu I Subilliac， poplitic and illiac 一 Il'.T".....ni-;"̂ 

I ïyU~pî;~~~d~sauu. uu".... I N egative 

!Liver，spleen，kidney and their-li;  I Negative lymph n odesI  '/"''''ð~''!V C; 

jSubmaxillary，retmE3ar問 ml，:ljNegative(CUI-l 
1 axillary and prescapular lymph I 十 Itivation showed:闇 43
i n odes.I  positive 

Retrophar問句1lymph nodes 十 l i j !Riラ

ケ山n 一-jOther lym ph nodes and 0侭r伊 n凶s 一

S，伽 Tuberculosis in 

and p戸，re部se活ap抑u叶la訂rlymph noω辻岳制e凶s. 十 ge うeraI lymph i 
'-一 一一一一一一 一:一一一 一一-一一一一n∞Oω?吋予臼S.一一一-一一!一一一一

i川ラペl ( tE出J苫芯芯誌込 :惚:ロ注濡:主怠t己;?叫i厄泌仙a討れ1an“山4何mωd必均勾ωi厄泌耐凶a凶副副S武剥t討i凶叶l一 IN治問e

IIno白巴u叫la試tiおon'Mesent匂er討Ícσ~. illiac忽andmammary 
l Jlymph noゐ ;一二i.__~_____!民主ヂive

Subilliac， bepatic and renal 
j 1lymph zMes - 一一一 一 i (Negative i 

~iver，-kid!1 ey， spleen and splenic ; 一一 !一一一 i 
jlymph nod回 Negative

(NotesJ 持れAlllymph noゴe3and organs" indicate as follows: Lymph nodes-SubmaxilIary， 
retropharyn~eal ， anteriつで Cさでvical，middle cervical， posterior cervical， prescapular， 

axil1ary， subil1ia~ ， mammary， poplitic， illiac， renal， hepatic， splenic， mesenteric， 
bronchial and mediastinal lympb nodes etc. Organs-Lung， liver， spleen， kidney， 
pancreas and udder. 

5 



6 獣墜革研究

したiri袈及び顎問，明背.t芝頭及び披笥i拡を混合

接手1君した苦手狭から犬々幸ii桜詰を分離した。本併で
は投手主材料を H~合;柔和 Lている怨，結核菌が何れ

の村科にfll来したものであるかは不明である。又

No.2 の4J合法 No.9 とは反主Jに也J妾土正義i君主'1~1:なる

に拘わら宇海長接訴はlr~'l屯に fさった。

fよjNo. 9及び No.15の材料を接積Lたj信長の

ツ反!庄は持 fiil[íì'l~tで、あったにおわら十字、剖検上去の

如き病勢が認めちれ (M40， 1¥1 68¥叉 1{YIJ (&14.3) 

はツ反感陰性で色目.つ者11桧上肉眼病建立認められな

かったが，之写の臓器を培養した結果陽性成績を

得た。之等の所見は童書物接種による菌検索に際し

て大いに悲考とすべき貼と忠われる。

菌分離成績は以上θ如くでおるが，無病巣!-t二

の臓器， 71キ巴笛中に合まれる菌数段極めて少数Jl

つ限Mされている事賓から，宗主杉;忘!の分離が極め
て困難でるるととは蛍然と言えよう。今li11の経験

に鑑み我々は浪厚乳剤その毒まを:tl¥'長又は接持材

料としてnJいたが，今後は各材料につき一・々集荷

訟を宣施するととによって更に結核菌捻出率を排

すととが可能であろうと忠われる。

4. 分離菌の生物撃的性挟

第 :l去に示す如く111Jれも車Hl長， 警曲する界

最で抗煮沸性強くカタラ{ゼ作用試微弱 (R2の

み強い)でグヲセリン晴好J性を有L集落のぞ!:扶は

R2株以外;土全く有毒結核菖在こ似， 愛知主一般に

良好である。

テルル按加里:JJlltJ¥JII土計也に於ける護育態度を

Tabl会 3. Some Biological Charaderistics of the Isolated Baci11i 

lGheem-poE岡t田2112um25trerllurz at i i ca凶臨 Time in reaction minutes 

jl-402ti …R珂U1re。d。関orphologyI phylic 

。。ラ 2ラhmad-i|s田zoned|!I世B田ot出io1n2by 

一一十 10 >汚i lL皿zruolumaaumtrw只，…bxtsm、mhucah rrnfuatgDmz，rre bayny ，- dmer wse1d 1EmJht血IYi| 4 ι 

|1-μ 十一

1: 1. 1: .1 + I 10 I > 1ラ

Not luxuriant， 
white-cream- Slender 

R 6 2 
v色gymeeirsnoloel】mwoIgdw tg廿，a3c8nso1m1d lgoohrgoetItld鼠hy ， 一 r8i1zot-7hldy ラtsー，2gmtrμOaF -

M43 

9Ehm  e as E l|ii二Sam-neiagE il E l 

Same as R 1 

" 

みると， 0.025劣以上の場合殆ど護育が認めちれ十

所話人型誌に類担する。 1fl.しま2株のみは前速の

如くカタラーゼ作用は割合にHI搭で，抗煮沸性や
や弱く集落は11色~ク手ーム黄色少しく粘調性を

右し S 型で丸型的な結校詰集落の性取を~:たく。叉

テルル被:JJII里培地に於ける愛育態度も也菌株とは

相詮異り 0.05%に於ても幾分護育するのが見られ

十

十

4ーラ 6 

十 12 1 >15 

十 4ラ >1ラ

る。以上のi活性j{;1¥かち R2株は有毒結核菌と;主相

堂異&性格を有する 1抗隈琵i株であるものとj品う。

5. 費験室物iこ霊きする病原性

生物事叶性1!たから異型と，官、われる R2株。病

原牲に款でみると，第 4去に詳細に示す如く ，11手

旗i写討する病原性は再三賓験を反覆したが肉m占的
結核病礎を認める事が出来なかった。 R[Jち皮下接
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和の場合手11首長男iに元り米軍b;~ノj、豆えの政局した

イヒ援巣が認められるが，匙行性に移行するf手tlf土全

く認め?うなかった。 又静脹内注射の場合 1mgと

すう大ftt誌を注入する事によっても海奈は何主主的

穏を家らなかった:;rj4..辻本菌の非克型的性絡(生物

事的性扶かちみた)を]主主:きするものである。

斯くの如(1与俣にまJL全く病原'j生を示さない去は
本菌持が従来認められている入型的又江守二型菌の

《概念から著Lくかけ離れたf手伝で、ある事を物語る

ものと古って完玄えなかろうかと思う。然L乍ら

家兎に封Lてi工海gミのi号合とほ異り供試例の大多

数のものに肉H民的病後が認められ，病:H¥t組織率的

にも結核病変である事が確認された。又鶏に主J

Lては一例を供試したのみで、あるが陰性結果を得

たc 以上の成結誌に生物事的性Jir5;から R2株;工

所iiiロド病原抗常語的1"1:格を有するゴドユi:型的結殺菌

と考えられるので、あって，結核菌の15q別兎角，¥，-IJ怒

とせ十極めて複撃であることの一端を示す好適な

一例と Lて注日すべきものと思う。

京2株J;)，jトの結核琵i株;主何れもi主張に全身結

Table 4. Pathogenicity of Strain R 2 

Animalfor U吋 Au旬開 Findings

!|InoCUI-;;7-「丁「つιコ---!Changes 
1 D08is 1m .....~___L~_... 〓 AxiIl-!i i ation i S;Termmtion l iE-ijparke-j 均 11F;inthe駒 of

wザNo ke吋 LiベS叩P吋州 Ll民1江m昭昭n昭民l翠引£引ire吋a部S引!占直峨慨YZ官惚;5認i官:訴rrl1暗l
1 nodes 1""'"'し凶 iIjmg)  I .uvu"'''' 1 

I P 61 1 i. v. I 1 I Kill;~~~:er - I -P 61 I i. v. I 1 I U.'~L~~~~-"VL I 1. v. I 1 30 days 
~ ~~. 1 Died after P ラ 0.0011LJ~~; :;:_~'::L 一一;ー;ー i _ I V.VVJ; 3ラdays i 

:円 j円 1Died after P4ラlnys-t-i-j
Guinea 1- l- : ; 27days i- 一 ー一一 j ー__I_~て ;ー一一 一一一 一ナー 一一一一一一

I Died after I I ~~ .. ~~~~::: I~ 
PEg j P 6iS c jOiDdays i-j-;-j-;-(-j-ldwm  

I taining pus. 
1 P 7 ・ァ j 円 Diedafter ; ;;;;ji  P 7 " 
li!;羽 sj!!j:L一(三

^ ̂'" I Died after I Bean-size P 62 i I 0.0:>11 ~.~; :;_~_~':L i - - I - i - I 
1 126  daysI  congestion 

'" I Ki1led after 1 K25 I i. v. I 0.1 I .I.:U~~v~~ .. ~-，，'-'.t !十 i 叶 t作;什;ーー;
J. v. v.1.ラ1days 1'" I '" 

I Killed after 
豆34 " 0.01 1.1:¥.14ラdays 叶 I- I十++

K391Hi"!kille4after i十'-，- -1- .-1  
Rabbit u. JJ  I ラ1days : ' 

I TT'"_ ..l_1!~_....1 IPea-size ln-I ~， I Killed after I K 8 I s. c. I 0.1 I .I.>-l--!~<O~~~~vL I 十 _L ー I - 一一 | ー I duration con-I o. '-'. I V.， I 79 days I 一
___  .____ ， ~_u:.J "'___I~_I______~...__ ___1坦iningpus. 

Killed after K36 F1 days 
I r<.. :.. I 1 1 Kil1ed after i Chickenl G 1 i. v. I 1 ! U.l~:'V~~~~ÇL: - I - I - ! - - I 
i jjj38days  i iii!!i  

[NotesJ ( Tuberdes ... ¥'ere not observed. (No  swe1ling. 

Organs 十Several同 g 拘 wmobserved Lymph !十 Rice-grain-sizeswellin?; 
++ Many tubercles were observed. nodes ++ Pea-size swelIing 

1ポー叶Numeroustubercles were observed 社一昨Bean-sizeor larger swelling. 

核を惹起するが，家兎に討する高石原告:辻極めて材

く0.01mg i誇・5長pうii:JHした引合1:と Lて!日jにqf守;

度~やや r\~J度の11;可愛を i認めるのみで、ìH~己主E に病~~き

を fj，忍め 1~}.たものは一例もなく，その砲の臓器に病

唆を認める頻度も甚だ少なく Jlっその約I~送粍!支は

桜軽微で、あった。皮下注射の場合出jにのみ較!支の

約ii~きを認めるのみであって，抱の賊:主主， iH~己主:ìî，F，主

に於ける病建立全く認めf}なかった。 f説全部;主k
!glに1(1) J'{I..V乙fr財/;を:ピするに過ぎないo 11な速の生

物事fl';JHJ~ とfJí:せ二与え，之せ;の菌株;主従来の 11û ~ι法

に従って仰れも入型結核菌に一致するものと'l'1}~J.ご

して主支えがない。
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Pathogenicity of Strains other than R 2 5. Table 
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- No enlargement 
Lymph} 十 Rice-grain-sizeenlargement 
nodes '1 サ Pea-sizeenlargemen t 
l 計十ーi針 Bean-sizeor larger enlargement 

(Notes.J ( - No tubercle formation 
r!!ans~ + ~~v~~al_~~b~;cl_es__~ere observed. ""c....'" ， ++ Many tubercles were observed 
iす1+一時Numeroustubercles were observed. 
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斯くの如く右反f.!lM思-病巣午から分離された結
核菌株が R2株 tJ. jト悉く入型l~iに一致した事J主主え

めで興味深い事費である。又一面斯る詳細な拾案

ιも拘らすτ一例の'1二塑結核菌をも検出し作なかっ
た1tf，は人 l~明-i;最前の感染と同時に北海道に於ける

ツ反劇場1"1:.'1:.の特殊'1"'1:を張く物語っているものと

，忠う Q

6. 鏡育家族iこ怠ける胸部疾患者との関係

之に就ては玩に~~ 1去に記;I去した如く，和首

高率に (21例中 11例)家族中に結核患者が認めら

れる。之守;の患者の詳細に就て;主調子tを行わす.'

従ってすべてが解放性患者で、あったか否かも不明

である。 ýÆL ，LJ~ ら之等のツ反I.fQ{l場i"t午は多くは平

愛しその殆どすべてが無病巣午であり午型誌の

!u芸染を昨認し作たものがイ弗iもなく，然も 3例か

ら人型)菌を分離し?きたととは少なくとも有反感無

病巣の成i吋の一部として人型}去の感染を-ft之せさや
るを存在い。 -'1二に封ずる人型誌の感染経路が如何

左るものであるかは日[l断を許さないが，フィンラ

ンドに於げる STl.おlU沿の研究，又桜本ノ・主 (1952戸

がー併のツ反控;陽性牛及び、その家族の主主杉;忠Jすか

ら同時に人塑主iに極めてよく似た結核菌株主分離

した報一汗設び)j斜、J(1951)10)の北海道北部に於ける

反捷:午と家族との関係、に就ての観察など111Jれも北

海道に於げる千j反絃無病巣午の成Ikjとして人結核

との関係を京説する必要があろう。

又菌の分離不成功に経ったもののI~~でも結絞

志、~.と lli接の関連を存するものが多数認められるc

今[11¥の捻宗材料中向ー a農家で，11[1百二Fcjl頭が反詑H場轄

したものが根宅に 2例あり， I斗1去家の 1例から

入型誌を分離し符たが，之主主 2農家でi土何れも結

核忠干すが釘長官官Itをなしつつあった与がl引かであ

って STENIUS の所誌に訴似する賓~lえにあるG

v.線、括

北海道に於ける有反感1n~~j主主 'f二の賓態に)弘・3

2 綿棒なまiH菌率的検索を宣施したところオくの如き成

誌が作られた。

1. U{{ 手1126'<1三度北海道に設生したツ反 I.f/i~湯fi:.

午 30頭中 21同ιl吹き詳細な古IH'fif0'u亡，tlj識.f}~的伶

討を行った結よ~，何れにも硝:貰な結該約誌を認め

符な吉、った。 !!IJち杢例行反悲無病W:'l二であった。

2. 然るにli'ii妾ほ義及て去、j与猿接拐を行ったと

とろ 21{対中 4fYIJから結移、)討を分離し得たa 材養

によって菌を検出し作た部殺は肺門i梓(No・1)，腸

1m民7H~(No. 2¥昭??i梓(No.15)等である。 No.9止

ま正義除1'1:でvあったが， Jjilj， ID¥iIHJ11本，続F語1見淋及び

顎!正昭背 1:tx安，披詩の各11キ己岱iを犬々19合し
て接1:t1i~した 2{yJjの存主主から犬々結殺菌を分離した。

3. 同定試験の結果之等の中 3例i主人型菌に

一致したが也の-fylJI主主I!ZJjがi切らかでなく，生物

率的a注射;及びj五五京，家兎に討する病原性守;からJlJ1'

iinゴド病原告Z喰言1re~ な性格を右ずる菌株と足、われる。

向'1二型誌は全く検問し符なかったきFは狩記注t1さ

れる。

4. 伺芸家族に於ける胸部疾患、:x.との関連主

Lちべた結束， 12 {ylj中日例に此のM剖系が認めら

れた。新る環境にあるツ反出場'~t'I:. 3例から得ち

れた結核昆Iv中 2 例法人型前で、あったIJ~'主桜めて

興味ある :;:Ì~寅でるる。又予言検索陰t'l:.fýIJ と長U~ も人型

W~îによる感f'l:を充分に疑うミl~が出来る。

5. 1;"-1-.の所見から人型菌が北海道に於げる

有反悲焦病巣!I二の原174の一部として主要な役割を

来じているlJf.が株主される。従って結杉:患者・から

午を完全に隔完全ずる事が北海道に於けるツ反感i湯

jl"t:午を減歩せしめる認の主要な← a手段であるよう

にシ与えられる。

誌を怒るに臨み材料の蒐集その他多大の御援

助主賜わった北海道斉点J~~， 1;;ij'生部環境衛生課誌

に約三llt卒11.操撃的検索を名古?され，その所見を提供

されたUJ鋭校授外比較病判事教と主戦Li令fむこ詰謝

する。 1j¥]/ド研究の一部ほ支部行科挙式験研究交に

51うことを記Lて詩f:己:を去する n
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Resum会

In Hokkaido， the number of tuberculin-reacting cattle is now decreasing ycar after year. Recently， 

however，. it is generally accepted that there are many no-lesion reactors in Hokkaido. Now the rapid 

clarification of what agents are associated with this phenomenon is very eagerly desired. So the authors' 

purpose was to carry out bacteriological investigations on this problem and to collect as many materials 

as possible from various parts of Hokkaido・ Morbidchanges were inspected and afterward animal inocul-

ations were made as well as cultural examinations with those materials. 

Results obtained are summarized as foIlows: 

1) In 1951， 63， i51 cattle were tested in a11 districts of Hokkaido; 30 cattle rcacted. We macros-

copical1yァ examined21 cases of them， however， no tuberculous lesions could be detected. HistologicaI 

investigations showed also negative results. From these facts， it is obvious that all of these cλttle were 

so-called no-lesion reactors (Table 1). 

2) l¥lyc 0 bacterium tuberculosis was found in 4 out of 21 reacting cattle. The direct cultural examin-

ations of the materials revealed the baci11i from bronchial (No. 1)， mesenteric (No. 2) and retropharyngeal 

lymph nodes (No. 15). 1n the case of No.9， the bacilli were isolated from two guinea pigs inoculated-

one with the mixed materials of bronchial， mesenteric lymphnnodes and lung and the other with subma-

xillary， retropharyngeal and axi1lary lymph nodes (Table. 2). 

It was especially noted that 3 out of these 4 strains were identical 杭riththe human type. Another 

was an atypical acid-fast organism. From the several biological characteristics and pathogenicity to the 

laboratory animals， we believe that this organism should be ranked an intermediate form between the 

virulent tubercIe baci1li and non-pathogenic acid-fa吠 organisms. It was a150 noteworthy that in no instances 

could we detect the bovine type of tubercle bacil1i (Table 3， 4， 5}. 

3) In addi tion， enq uiriesも，yeremade about sick persons at the farms where reacting cattle had been 

revealed. It was found in 8 farms， that tuberculous patients have been in contact with the animals 

(Table 1) 

4) From the above described results， it is evident that the human type of tubercle bacilli plays an 

important role in the occurrence of no-lesion reactors in Hokkaido. 


